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先
の
衆
院
選
の
投
票
率
全
国
平

均
は
54
％
、
全
国
最
低
は
広
島
県

の
48
％
、
県
内
最
低
は
福
山
市
の

45
％
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
福
山
市

は
日
本
一
投
票
率
の
低
い
ま
ち
だ
。

来
年
７
月
に
は
参
院
選
が
あ
る
が
、

今
か
ら
投
票
率
が
心
配
な
の
で
立

候
補
予
定
の
西
田
英
範
さ
ん
に
関

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
い
。

　
３
年
前
の
参
議
院
再
選
挙
に
自

民
党
か
ら
経
済
産
業
省
出
身
の
西

田
さ
ん
が
立
候
補
し
た
。
結
果
は

立
憲
民
主
の
宮
口
候
補
に
惜
敗
し

た
が
、
広
島
県
全
域
が
選
挙
区
で

あ
る
か
ら
西
田
家
は
総
動
員
さ
れ

た
。
私
は
お
母
さ
ん
の
靖
子
さ
ん

と
共
に
挨
拶
回
り
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
福
山
駅
で
待
ち
合
わ
せ
た
。

ま
ず
は
駅
裏
の
備
後
護
国
神
社
で

必
勝
祈
願
を
し
ま
し
ょ
う
と
言
え

ば
、
偶
然
に
も
「
私
の
叔
父
も
レ

イ
テ
で
戦
死
し
た
ん
で
す
」。
叔
父

さ
ん
は
作
木
村
出
身
の
谷
岡
聖
誉

軍
医
で
あ
り
、
広
島
県
の
社
会
援

護
課
か
ら
軍
歴
証
明
を
取
り
寄
せ
、

第
26
師
団
（
泉
兵
団
）
独
立
歩
兵

第
12
連
隊
所
属
と
判
明
し
た
。

　
泉
兵
団
の
遺
族
会
の

世
話
役
の
重
松
正
一
さ

ん
に
連
絡
を
取
り
、
調
査

を
依
頼
し
た
。
そ
の
結

果
、
昭
和
19
年
11
月
10
日

に
12
連
隊
は
第
４
次
の

援
軍
と
し
て
レ
イ
テ
島

に
逆
上
陸
し
、
急
峻
な

ジ
ャ
ン
グ
ル
を
踏
み
分

け
進
軍
し
て
米
軍
に
占
領
さ
れ
た

飛
行
場
を
一
時
的
に
奪
還
し
た
。

そ
の
後
撤
退
す
る
が
、
そ
の
道
は

白
骨
街
道
と
呼
ば
れ
た
。
靖
子
さ

ん
は
お
盆
に
作
木
に
帰
り
、
親
戚

に
報
告
し
た
の
だ
ろ
う
、
靖
子
さ

ん
か
ら
私
に
電
話
が
あ
っ
た
の
だ
。

そ
れ
が
誤
操
作
ら
し
く
電
話
の
向

こ
う
で
靖
子
さ
ん
と
親
戚
の
「
〇

〇
さ
ん
が
生
き
て
い
た
ら
さ
ぞ
喜

ん
だ
ろ
う
な
」
と
い
う
会
話
が
聞

こ
え
て
き
た
・
・
谷
岡
軍
医
の
御

霊
は
レ
イ
テ
に
詳
し
い
私
と
靖
子

さ
ん
を
引
き
合
わ
せ
て
自
身
の
存

在
を
西
田
さ
ん
に
知
ら
し
め
、
靖

子
さ
ん
の
携
帯
を
通
じ
て
私
に
御

礼
を
伝
え
た
の
だ
ろ
う
。

　
そ
の
後
、
西
田
さ
ん
は
レ
イ
テ

戦
に
つ
い
て
勉
強
し
た
。
あ
の
戦

い
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
率
い
る
米
軍

と
の
天
王
山
の
戦
い
、
ま
さ
に
総

力
戦
で
あ
り
、
そ
の
延
長
上
に
戦

後
の
日
本
の
占
領
政
策
が
あ
り
、

現
在
の
日
米
同
盟
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
歴
史
を
知
ら
な
い
国
会

議
員
は
決
し
て
未
来
を
語
る
事
も

で
き
な
い
。
西
田
さ
ん
は
大
叔
父

の
谷
岡
軍
医
よ
り
指
南
を
受
け
た

の
だ
か
ら
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

　
ア
パ
レ
ル
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手
先

ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
生
産
）
大
手

の
㈱
マ
ツ
オ
カ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
福
山
市
宝
町
４
―
14
、

松
岡
典
之
社
長
、
電
０
８
４
・

９
７
３
・
５
１
８
８
）
は
、
ア

ウ
ト
ド
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア

向
け
の
透
湿
防
水
生
地
の
受
注

が
増
加
し
て
い
る
。
ア
ウ
ト
ド

ア
業
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大

も
あ
っ
て
、
欧
米
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

受
注
が
増
え
た
。
カ
ジ
ュ
ア
ル

ウ
エ
ア
の
製
造
を
主
力
に
す
る

が
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
事
業
の
拡

大
で
売
り
上
げ
の
拡
大
を
め
ざ

す
。

　
透
湿
性
防
水
生
地
は
、
外
部

の
繊
維
素
材
メ
ー
カ
ー
か
ら
調

達
し
た
生
地
に
、
自
社
生
産
し

た
透
湿
防
水
フ
ィ
ル
ム
を
張
り

合
わ
せ
る
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
で
、

高
い
防
水
機
能
と
蒸
れ
を
抑
え

る
透
湿
機
能
を
持
た
せ
る
。
撥

水
や
防
水
の
ほ
か
、
耐
久
性
に

も
強
み
を
持
ち
、
ア
メ
リ
カ
の

コ
ロ
ン
ビ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
の
デ

カ
ト
ロ
ン
と
い
っ
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
パ
レ
ル
か
ら
の
受
注
増
も

あ
っ
て
、25
年
３
月
期
で
は
、前

年
同
期
比
44
・
６
％
増
の
65
億

２
４
０
０
万
円
の
売
り
上
げ
を

見
込
む
。
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の

子
会
社
２

社
で
製
造

し
て
お
り
、

品
質
と
納

大田祐介（福山市議会議員）
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頑
張
れ
！
西
田
英
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期
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
。

　
主
力
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
エ
ア

の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
受
注
で
は
前
年
比

33
・
３
％
増
だ
っ
た
が
、
作
業

服
と
イ
ン
ナ
ー
ウ
エ
ア
は
そ
れ

ぞ
れ
14
・
２
％
、
31
・
２
％
減
っ

た
。
生
産
国
別
で
は
、
テ
キ
ス

タ
イ
ル
事
業
の
伸
び
で
、
中
国

が
27
・
６
％
増
、
生
産
設
備
を

増
強
し
た
ベ
ト
ナ
ム
が
28
・

６
％
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
10・

１
％
増
え
た
。
一
方
、
工
員
の

離
職
も
あ
っ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
は

５
・
８
％
、
ア
イ
テ
ム
変
更
で

の
生
産
体
制
の
不
十
分
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
２
・
１
％
そ
れ
ぞ

れ
減
少
し
た
。

　
春
、
夏
、
秋
物
衣
類
を
手
掛

け
て
お
り
、
温
暖
化
の
影
響
を

視
野
に
入
れ
、
バ
ー
コ
ー
ド
で

の
資
材
管
理
を
計
画
す
る
な
ど
、

工
場
の
ス
マ
ー
ト
化
に
も
着
手
。

為
替
の
影
響
も
あ
る
な
か
、
ア

パ
レ
ル
業
界
は
堅
調
と
し
た
上

で
、
松
岡
社
長
（
67
）
は
「
欧

米
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
か
ら

技
術
力
が
評
価
さ
れ
始
め
た
」

と
力
を
込
め
た
。

▽
福
山
駅
と
府
中
駅
間
を
運
行

す
る
福
塩
線
の
開
業
１
１
０
周

年
を
記
念
し
、
１
１
０
T
H
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
車
両
の
運
行

が
始
ま
っ
た
。

テキスタイル事業伸びる
欧米から前年比 44・６％増
スマートファクトリ―にも着手

マツオカコーポレーション

ベトナム工場

松岡社長


